
議会費
6,400万円（1.1％）

災害復旧費
2,800万円
（0.5％）

諸支出金 1億8,900万円（3.4％）

予備費 0万円（0.0％）

衛生費 2億3,800万円（4.3％）農林水産業費
3億3,200万円（5.9％）

商工費
9,600万円（1.7％）

総務費
9億6,700万円
（17.3％）

公債費
4億9,500万円

（8.9％）
教育費

3億7,700万円
（6.7％）

民生費
13億3,900万円

（24.0％）

土木費
7億6,000万円
（13.6％）

消防費
7億300万円
（12.6％）

繰越金
1億9,000万円（3.3％）

その他
3億2,900万円
（5.7％）

使用料及び手数料
8,600万円
（1.5％）

諸収入
2,800万円
（0.5％）

分担金及び
負担金
1,800万円
（0.3％）

地方消費税交付金
 1億1,000万円（1.9％）

地方譲与税 8,100万円（1.4％）
その他 3,000万円（0.5％）

町税
5億8,400万円
（10.1％）

地方交付税
21億2,700万円
（36.8％）

国庫支出金
7億500万円
（12.2％）

県支出金
5億4,600万円
（9.4％）

町債
9億4,800万円
（16.4％）

自主財源
（21.4％）

依存財源
（78.6％） 　

財
源
は
町
が
自
ら
確
保
で
き
る

「
自
主
財
源
」
と
、
国
や
県
か
ら
入

る
お
金
や
借
金
で
賄
う
「
依
存
財
源
」

の
２
つ
に
大
別
で
き
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
決
算
で
見
た
場
合
、

自
主
財
源
は
全
体
の
21
・
４
％
し
か

な
く
、
依
存
財
源
が
全
体
の
78
・
６

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
直

接
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
町
税

は
、
５
億
８
千
４
０
０
万
円
で
し
た
。

　
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と
、

１
億
９
千
４
０
０
万
円
と
な
り
、
そ

の
う
ち
令
和
元
年
度
繰
越
事
業
分
の

財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
収
支

は
１
億
７
千
８
０
０
万
円
で
、
令
和

２
年
度
の
歳
入
に
な
り
ま
し
た
。

主
に
こ
ん
な
事
業
に
使
い
ま
し
た

総務費
南
阿
蘇
鉄
道
高
森
駅
周
辺
再
開
発
実
施
設
計
業
務
委
託	

３
千
１
４
３
万
円

く
ま
も
と
国
際
マ
ン
ガ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ 

in 

阿
蘇
高
森
実
行
委
員
会
補
助
金	

１
千
４
５
８
万
円

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
阿
蘇
支
部
観
光
誘
客
事
業	

１
千
２
９
４
万
円

地
籍
調
査
事
業	

７
千
８
５
４
万
円

民生費
敬
老
祝
金
事
業	

４
４
８
万
円

介
護
基
盤
緊
急
整
備
特
別
対
策
事
業	

１
億
１
千
５
２
５
万
円

衛生費
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業	

１
千
４
６
８
万
円

予
防
接
種
事
業	

１
千
７
７
３
万
円

特
定
健
診	

１
千
３
４
２
万
円

農林水産業費
中
山
間
農
業
モ
デ
ル
地
区
支
援
事
業	

１
千
５
４
９
万
円

有
害
鳥
獣
駆
除
助
成
金	

２
千
５
５
９
万
円

土木費
道
路
改
良
事
業
（
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
）	

５
千
３
万
円

道
路
維
持
事
業（
町
道
の
修
繕・清
掃
、側
溝
改
修
工
事
等
）	

９
千
８
３
８
万
円

消防費
高
森
防
災
公
園
整
備
事
業	

１
億
５
千
万
円

高
森
町
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業	

３
億
４
８
７
万
円

教育費
高
森
町
立
学
校
空
調
整
備
事
業	

５
千
３
０
６
万
円

平成31（令和元）年度【歳入】 
総額  57億8,200万円

【歳出】 
総額  55億8,800万円

い
く
ら
お
金
を
使
っ
た
の
？

ま
ち
の
決
算

問 ☎６２−９０３４
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○
全
国
統
一
防
火
標
語

　「
そ
の
火
事
を
　
防
ぐ
あ
な
た
に
　
金
メ
ダ
ル
」

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が
起
こ
り
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
阿
蘇
消
防
管
轄
内
で
は
、
た
き
火

が
原
因
で
周
囲
の
枯
草
な
ど
に
燃
え
広
が
り
、
火
災
に
な
る
と
い

う
事
案
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
た
き
火
な
ど
の
火
を
取
り
扱

う
際
に
は
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
や
水
を
撒
け
る
ホ
ー
ス
な
ど
を
準

備
し
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
燃
や
さ
れ
る

場
合
は
南
部
分
署
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
令
和
２
年
度 

　
甲
種
防
火
管
理
者
（
新
規
講
習
）
の
ご
案
内

講
習
日
…
令
和
２
年
11
月
５
日
～
６
日
の
２
日
間

受
付
期
間
…
令
和
２
年
９
月
15
日
～
10
月
15
日

受
付
場
所
…
南
部
分
署
、
野
尻
草
部
分
駐
所

※
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確
保
）
の
た
め
受
講
者
を
25
名
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
そ
の
他
手
続
き
に
関
し
ま
し
て
は
、
消
防
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
い
た
だ
く
か
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
ん
で
も
南
部
分
署

「
令
和
２
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」

11
月
９
日
（
月
）
～
11
月
15
日
（
日
）

　
平
成
31
（
令
和
元
）
年
度
の

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算

が
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
決
算
と
は
、
町
に
ど
の
よ
う

な
お
金
が
入
っ
て
き
て
、
ど
の

よ
う
に
使
っ
た
の
か
を
ま
と
め

た
も
の
で
、
い
わ
ば
町
の
家
計

簿
で
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
て
い

る
税
金
や
国
や
県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
の
お
金
が｢

ま
ち
づ
く

り｣

に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和２年10月５日発行 734号 （4）


